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 要  旨 
本研究の目的は，交流電流を用いたGVSによる視覚への影響の周波数特性と評価
及び原因を検証し，GVSが人に及ぼす現象に対する科学的な知見を得ることであ
る．この知見により，GVSによる人への前庭感覚提示を利用したインタフェースの
設計がGVSの人に及ぼす影響の特性に基づいて可能となる．また，視覚情報とその
他の感覚情報の不一致により生起される車酔いやVR酔いを低減する研究に寄与で
きることが期待される． 
 本研究では，客観的な物理現象として，GVSにより引き起こされる眼球運動の刺
激からの時間遅れや眼球の変位量を測定し，これまでの研究で得られた知見と比
較することで新たな知見を得るにいたった．また，GVSを用いた実験を通して，
 
・ GVS による前庭感覚刺激に対して，引き起こされる眼球運動の特性を得ること
で，感覚処理のメカニズムから人間の脳の機能モデルを明らかにする 
・ GVS の特性を理解し，前庭感覚提示インタフェースの設計のための知見を得る
 
ということを目的としている． 
本研究において，交流電流を用いたGVSにより誘起される回旋性眼球運動を
( )θω += tAty sin)(  
のモデル式にあてはめ，その振幅Aおよびθを求めた．その結果，全被験者におい
て振幅Aに周波数依存性が見られた．すなわち，振幅Aは刺激周波数が高くなるほ
どその値（ゲイン）が減少するローパス特性を示した．刺激からの位相遅れθは，
被験者AおよびBにおいて刺激周波数が高くなるほど大きくなり1.6Hzで最小とな
る．被験者Cは刺激周波数が0.8Hzで最小となるが，全被験者で刺激からの位相遅
れが周波数依存性を持つ傾向が示された．また，GVSにより生起される主観的な回
旋運動の周波数特性と比較することができる，刺激周波数が0.5～2.0Hzの間では，
主観的な視野の運動と眼球運動の周波数特性は同様の傾向を示していることが示
唆された．この結果は，GVSに誘起される視野運動が，主にGVS誘因性の回旋眼球
運動によって引き起こされることを示唆した知見に対して，その妥当性を一部の
刺激周波数帯(0.5～2.0Hz)において支持できた． 
さらに，本実験で得られた眼球運動が，全ての被験者および刺激周波数帯で電
極の陽極側に回旋した，つまり左耳側の電極が陽極であるとき眼球は被験者視点
で見ると反時計回りに回旋したことから，GVS誘因性の眼球運動は主に半規管では
なく耳石器へ刺激により誘起される耳石性の前庭動眼反射である可能性を示し
た． 
 
 
